
39



３ 議会だより かみかつ 39号 ２議会だより かみかつ 39号

第４回 
定例会

一般会計追加補正の主なもの

平成21年度  決算認定

平成22年度  補正予算

   40億3,919万8千円

30億2,347万2千円

10億1,404万6千円

168万円

会 期　11日

開 会　平成22年９月14 日

閉 会　平成22年９月24日

報

告

平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
に
つ
い
て

い
ず
れ
も
健
全
比
率
内
、
資
金

不
足
に
な
っ
て
い
な
い
。

調

査

議
会
基
本
条
例
調
査
特
別
委
員

会
設
置

目
的

町
議
会
議
員
が
倫
理
を
再
認
識
し
、

公
正
で
開
か
れ
た
民
主
的
な
町
政

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
議
会
条
例
を
制
定
す
る
。

認

定

平
成
21
年
度
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
歳
入
歳
出

質
疑
の
結
果
、
す
べ
て
可
決

認

定

町
道
路
線

庵
の
谷
線　
　
　

３
級

南
岡
中
尾
線　
　

３
級

質
疑
の
結
果
、
す
べ
て
可
決

計

画

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
策
定

質
疑
の
結
果
、
可
決

平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正

︵
第
２
号
︶

質
疑
、
討
論
の
結
果
、
６
対
１

で
可
決

平
成
22
年
度
特
別
会
計
補
正

︵
第
１
・
２
号
︶

質
疑
の
結
果
、
可
決

補
正
予
算 

主
な
質
疑
応
答

 

主
な
議
題

　
　

補
正
予
算
を
組
み
な
が
ら
、

　
　

予
算
決
算
に
不
用
額
が
２
億

円
以
上
も
あ
る
。

精
算
に
手
間
が
か
か
る
。
又
、
今

の
県
・
国
は
財
政
が
厳
し
い
の
で

少
し
で
も
残
す
よ
う
に
言
い
、
必

要
な
場
合
は
次
年
に
予
算
を
認
め

る
よ
う
に
変
更
し
て
い
る
。

　
　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
不

　
　

妊
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
な

ど
言
わ
れ
て
い
る
が
。

任
意
接
種
な
の
で
、
本
人
・
保
護

者
が
選
択
で
き
る
。

　
　

舗
装
で
き
て
い
る
道
を
町
道

　
　

に
認
定
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ

る
の
か
。

交
付
税
の
算
定
に
有
利
に
働
く
。

歳 入

一 般 会 計

特 別 会 計

奨学資金会計

36億3,959万2千円

3億3,207万2千円

27億7,136万円

8億3,655万2千円

168万円

一 般 会 計

特 別 会 計

奨学資金会計

一般会計

8,540万円特別会計

条

例

重
度
心
身
障
害
者
に
対
す
る
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
※

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

質
疑
の
結
果
、
す
べ
て
可
決

※
重
度
心
身
障
害
者
等
に
対
す
る

医
療
費
助
成
の
う
ち
、
母
子
家

庭
の
母
だ
け
が
対
象
だ
っ
た
も

の
が
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母

等
に
広
げ
ら
れ
た
。歳 出

1億8,000万円　財政調整基金積立金

6,770万4千円　森林整備加速化・林業飛躍事業費
　（月ヶ谷温泉バンガロー・野尻集会所新築）

2,200万円　緊急雇用創出事業

752万2千円　道路新設改良費

総 額

総 額

（補正第２号）

（補正第１・２号）
問問 答

町  

長

答
住
民
課
長

問答
建
設
課
長



テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
改
善

■
■
■
加
入
者
宅
内
機
器
選

■
■
■
択
の
自
由
化
は
ど
う

か
。

■
■
■
■
■
■
■
選
定
作
業

■
■
■
■
■
■
■
が
遅
れ
た
。

11
月
に
は
報
告
出
来
る
。︵
光

電
変
換
器
、
Ｖ
ラ
ン
、
ｖ
ｏ

ｉ
ｐ
︶
以
外
は
自
由
選
択
化

の
方
向
だ
。

■
■
■
１
世
帯
、
１
台
し
か

■
■
■
テ
レ
ビ
が
見
え
な
い

の
は
問
題
だ
。
ま
た
、
テ
レ

ビ
徳
島
は
サ
ン
テ
レ
ビ
な
ど

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
増
や
し
て
サ

ー
ビ
ス
し
て
い
る
。

２
台
目
は
、
地
デ
ジ
対
応
テ

レ
ビ
ま
た
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

購
入
す
れ
ば
見
え
る
。
サ
ン

テ
レ
ビ
等
は
再
送
信
同
意
が

得
ら
れ
な
い
。

■
■
■
加
入
者
宅
用
66
セ
ッ

■
■
■
ト
の
予
備
品
保
管
状

況
は
。

■
現
在
、
予
備
品
は
59
セ
ッ

ト
あ
る
。
７
セ
ッ
ト
は
福
原

町
営
住
宅
に
付
け
た
。
金
額

は
約
500
万
円
。
管
理
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
に
委
託
。

府
殿
地
区
飲
料
水

確
保
対
策

■
■
■
７
月
14
日
の
現
地
調

■
■
■
査
後
、
町
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
た
か
。

■
■
■
■
■
■
■
地
元
の
理

■
■
■
■
■
■
■
解
を
得
て

防
火
水
槽
を
共
用
し
、
簡
易

給
水
施
設
と
し
整
備
す
る
。

そ
の
他
、
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し

て
い
る
所
等
は
協
議
検
討
す

る
。

■
■
■
瀬
津
地
区
全
体
は
水

■
■
■
不
足
と
思
う
。
い
っ

き
ゅ
う
簡
水
か
ら
引
い
て
は

ど
う
か
。

■
■
■
■
■
■
■
水
不
足
と

■
■
■
■
■
■
■
は
考
え
て

い
な
い
。
そ
の
案
は
費
用
が

か
か
り
住
民
負
担
が
な
が
く

続
く
。

集
落
再
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

■
■
■
事
業
費
１，
６
０
０

■
■
■
万
円
の
総
予
算
だ
が
、

計
画
書
の
提
出
は
進
ん
で
い

る
か
。

９
月
16
日
現
在
、
申
請
件
数

12
件
、
金
額
は
約
500
万
円︵
予

算
比
35
％
、
集
落
比
30
％
︶

で
あ
り
、
９
集
落
が
い
ま
計

画
中
だ
。
全
体
と
し
て
３
分

の
１
程
度
進
ん
だ
。
取
り
残

さ
れ
る
所
の
な
い
よ
う
、
12

月
以
降
、
結
果
を
見
て
指
導

す
る
。

中
学
生
の

医
療
費
無
料
化

■
■
■
隣
接
町
村
で
中
学
卒

■
■
■
業
ま
で
無
料
化
が
実

現
。
太
陽
光
発
電
の
売
電
益

を
あ
て
、
若
者
定
住
の
観
点

か
ら
も
、
早
急
に
実
施
す
べ

き
だ
。

■
■
■
■
■
■
■
売
電
益
の

■
■
■
■
■
■
■
考
え
は
な

い
が
、
新
年
度
か
ら
対
応
出

来
る
よ
う
考
え
る
。

民
泊
の
た
め
の
住
宅

■
■
■
民
泊
が
推
奨
さ
れ
、

■
■
■
効
果
を
上
げ
つ
つ
あ

る
。
始
め
る
に
は
、
住
宅
の

改
造
が
必
要
。
助
成
制
度
を

創
設
し
て
は
ど
う
か
。

■
■
■
■
■
■
■
現
在
３
戸

■
■
■
■
■
■
■
が
取
り
組

ん
で
い
る
。
早
く
５
戸
ま
で

増
や
す
必
要
が
あ
る
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
郷
の
元
気
が
補
助
金
に
よ

り
開
業
指
導
な
ど
行
う
。

上
勝
ブ
ラ
ン
ド
開
発

と
普
及

■
■
■
上
勝
ブ
ラ
ン
ド
の
開

■
■
■
発
・
普
及
を
新
し
い

働
き
場
所
と
し
て
、
定
着
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
町
単
事

業
と
し
て
支
援
策
を
講
じ
て

は
ど
う
か
。

22
年
度
中
に
継
続
す
る
も
の

を
決
め
た
い
。
今
後
、
国
の

雇
用
対
策
事
業
等
を
活
用
し

取
り
組
む
。

繰
り
越
し
及
び
今
年
度

事
業
の
進
捗
状
況
は

■
■
■
前
年
度
よ
り
繰
り
越

■
■
■
し
て
い
る
事
業
の
現

時
点
で
の
事
業
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
年
度

内
完
了
は
出
来
る
の
か
。
ま

た
、
今
年
度
事
業
の
年
度
内

完
了
は
。

繰
り
越
し
事
業
で
41
事
業
、

事
業
費
で
約
９
億
４
千
500
万

円
あ
っ
た
が
、
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金

事
業︵
戸
籍
事
務
シ
ス
テ
ム
・

火
災
報
知
機
設
置
事
業
他
４

事
業
︶・
育
成
林
整
備
事
業
︵
林

道
整
備
︶
・
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利

活
用
推
進
事
業
︵
高
齢
者
等

安
心
安
全
見
守
り
事
業
140
戸
︶

・
小
中
学
校
の
太
陽
光
発
電

施
設
設
置
事
業
・
耕
地
・
林

道
・
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
等
半
数
以
上
の
事
業

が
完
成
し
て
い
る
。
残
り
携

帯
電
話
等
エ
リ
ア
整
備
事
業

・
町
道
新
設
改
良
事
業
等
も

10
月
下
旬
頃
に
入
札
予
定
で

あ
り
繰
り
越
し
事
業
は
、
ほ

ぼ
め
ど
が
立
っ
た
。

■
22
年
度
事
業
は
、
９
月
議

会
に
予
算
補
正
を
お
願
い
し

て
い
る
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
並
び

に
集
会
所
の
新
築
工
事
は
一

部
繰
り
越
し
に
な
る
。
そ
れ

以
外
は
今
の
と
こ
ろ
繰
り
越

し
予
定
は
な
い
。

■
■
■
町
道
六
十
部
線
通
称

■
■
■
ラ
ク
ダ
の
背
中
と
言

わ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
が
、

名
前
の
通
り
上
下
と
横
カ
ー

ブ
が
同
時
に
あ
り
非
常
に
危

険
だ
。
今
ま
で
に
数
多
く
の

事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
死

亡
事
故
ま
で
に
は
至
っ
て
い

な
い
が
、
今
後
起
き
る
可
能

性
は
あ
る
。
重
大
事
故
が
発

生
す
る
前
に
改
良
を
す
る
考

え
は
な
い
か
。

■
■
■
■
■
■
■
県
営
事
業

■
■
■
■
■
■
■
の
農
免
道

路
で
整
備
し
、
現
在
は
町
道

と
し
て
管
理
し
て
い
る
。

■
多
額
の
経
費
が
か
か
る
、

構
造
上
非
常
に
難
し
い
の
で

当
面
改
良
工
事
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

■
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
事

は
、
速
度
抑
制
舗
装
を
す
る

事
で
ス
ピ
ー
ド
を
出
せ
な
い

よ
う
に
気
づ
か
せ
る
事
が
一

番
効
果
的
で
な
い
か
と
考
え

て
お
り
、
そ
う
い
う
方
向
で

検
討
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

■
■
■
結
婚
相
談
及
び
結
婚

■
■
■
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
に
付
い
て
の
そ
の

後
の
取
り
組
み
は
。

25
歳
か
ら
45
歳
の
独
身
男
性

を
対
象
に
結
婚
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
結
婚
の

意
思
の
あ
る
６
人
を
対
象
に

講
師
を
迎
え
４
回
の
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
、
保
護
者
対
象
の

相
談
会
も
２
回
開
催
し
た
が

ど
ち
ら
の
会
も
参
加
者
は
少

な
か
っ
た
。

■
今
年
に
入
り
結
婚
サ
ポ
ー

タ
ー
を
広
報
で
募
集
し
た
が

応
募
者
は
無
か
っ
た
。
今
後

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で
開
催
し
て
い
る

婚
活
事
業
も
活
用
し
て
、
婚

活
サ
ポ
ー
タ
ー
的
な
取
り
組

み
を
進
め
、
新
た
な
展
開
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

■
■
■
■
■
■
■
結
婚
問
題

■
■
■
■
■
■
■
に
つ
い
て

は
非
常
に
難
し
い
、
気
長
に

や
ら
な
い
と
難
し
い
と
講
師

も
言
っ
て
い
た
。
私
も
難
し

い
と
思
う
。
い
ろ
ん
な
取
り

組
み
を
勉
強
し
て
あ
の
手
こ

の
手
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
必
要
じ
ゃ
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。

町道 六十部線

問問

問

問

問問

問

答

総
務
課
長

答

総
務
課
長

答

総
務
課
長

答

産
業
課
長

答

産
業
課
参
事

答

町
長

問問 答

町
長

答

町
長

答

町
長

答

町
長

答

町
長

問

問

問

答

町
長

答

教
育
長

町民の安心・
　　安全の確保は

片 山 文 昭 議員

明 本 惠 一 議員

基
盤
整
備
と

　
　

地
域
の
再
生

一 般 質 問

 

町政町政を問う問う町政を問う
９月定例会の一般質問には
４人が質問しました。

後継者の

結婚問題は

 

町
道
六
十
部
線
の
改
良

で
危
険
箇
所
解
消
を

５ 議会だより かみかつ 39号 ４議会だより かみかつ 39号



７ 議会だより かみかつ 39号 ６議会だより かみかつ 39号

 

観
光
資
源
と
し
て
の

山
犬
嶽

■
■
■
美
し
い
風
景
を
後
世

■
■
■
に
残
す
の
は
、
新
た

に
観
光
資
源
を
作
る
以
上
に

重
要
で
あ
る
。

■
山
犬
嶽
の
苔
場
は
、
ど
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
載
っ
て

お
り
、
非
常
に
重
要
な
場
所

と
思
わ
れ
る
が
、
山
頂
と
苔

場
の
間
を
林
道
が
通
る
予
定

に
な
っ
て
い
る
。

■
林
道
が
で
き
る
こ
と
に
よ

っ
て
環
境
が
変
わ
り
、
苔
に

影
響
が
出
る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
の
か
。

県
営
事
業
、
森
林
基
幹
道
生

実
・
八
重
地
線
の
開
設
工
事

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
苔
場

辺
り
の
工
事
に
着
手
す
る
の

は
10
年
以
上
先
に
な
る
と
い

う
こ
と
だ
。

■
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
は
、

工
事
の
２
、
３
年
前
、
コ
ー

ス
が
具
体
的
に
決
ま
っ
て
か

ら
に
な
る
。

■
■
■
別
コ
ー
ス
の
選
択
は

　
　
　

で
き
る
の
か
。

■
上
勝
町
は
自
然
を
大
切
に

す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
、
そ
れ
が
付
加
価
値
と
な

り
益
を
こ
う
む
っ
て
い
る
。

■
そ
れ
が
崩
れ
て
は
、
例
え

木
が
山
か
ら
出
て
も
売
れ
な

く
な
る
。
林
業
も
林
道
建
設

も
環
境
を
考
え
る
時
代
だ
。

■
山
犬
嶽
は
フ
ァ
ン
が
多
い
。

全
体
を
保
全
林
に
す
る
の
が

良
く
な
い
か
。

林
道
は
幅
員
４
メ
ー
タ
ー
で

苔
場
の
北
側
、
杉
の
人
工
林

内
を
通
る
の
で
少
し
離
れ
て

も
お
り
、
日
照
等
は
問
題
な

い
と
思
う
。

■
し
か
し
、
風
で
乾
燥
が
問

題
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

東
部
農
林
水
産
局
の
担
当
者

が
調
査
を
し
た
い
と
い
う
こ

と
だ
。

■
選
択
肢
は
な
く
、
林
道
を

で
き
る
だ
け
北
側
に
寄
せ
て

苔
場
か
ら
離
す
し
か
な
い
。

■
こ
の
林
道
は
、
森
林
所
有

者
に
長
年
で
き
る
の
を
待
た

れ
て
い
る
。

■
■
■
久
保
の
大
杉
が
虫
に

■
■
■
喰
わ
れ
て
傷
ん
で
い

る
よ
う
に
見
え
た
。
治
療
な

り
健
康
診
断
な
り
し
た
方
が

良
い
と
思
う
が
。

■
ま
た
、
町
内
の
古
木
や
大

木
、
美
木
を
選
ん
で
保
護
し

て
い
く
の
も
大
切
な
こ
と
で

は
な
い
か
。

大
杉
は
42
人
の
地
主
の
所
有

と
聞
い
て
い
る
。
町
の
持
ち

物
で
な
い
の
で
自
由
に
で
き

な
い
。
治
療
の
予
定
も
な
い
。

■
古
木
等
の
保
護
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

■
■
■
商
工
会
の
で
き
ち
ゃ

■
■
■
っ
た
工
房
、
有
機
農

業
研
究
会
、
い
っ
き
ゅ
う
運

動
会
が
新
商
品
の
開
発
に
取

り
組
ん
だ
が
、
認
可
さ
れ
た

加
工
所
が
な
い
の
で
商
品
を

売
る
こ
と
が
で
き
ず
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
へ
進
め
な
い
。

■
で
き
ち
ゃ
っ
た
工
房
は
よ

う
や
く
小
さ
な
加
工
所
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
備

品
は
乏
し
い
。

■
来
年
の
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
に

向
け
て
も
、
仮
の
加
工
所
で

い
い
か
ら
み
ん
な
が
使
え
る

よ
う
な
場
所
を
つ
く
れ
な
い

か
。

販
売
前
に
は
試
食
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
調
査
が
絶
対
条
件

と
な
る
。

■
ま
た
、
不
特
定
多
数
が
加

工
所
に
入
る
と
衛
生
管
理
が

徹
底
で
き
ず
、
中
毒
な
ど
を

出
し
て
し
ま
う
。

■
加
工
所
の
開
放
も
、
加
工

所
を
作
る
予
定
も
な
い
。

■
■
■
地
元
の
女
性
は
一
つ

■
■
■
や
二
つ
自
慢
の
品
を

持
っ
て
い
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
よ
り
売
る
こ
と
が

大
事
だ
。

■
衛
生
面
は
し
っ
か
り
し
た

管
理
者
を
置
け
ば
よ
い
。

■
一
歩
踏
み
出
す
の
を
手
伝

う
の
が
町
の
仕
事
で
な
い
か
。

地
域
の
中
だ
け
の
味
の
評
価

で
な
く
、
町
外
に
合
わ
せ
た

味
付
け
等
が
必
要
だ
。

■
ま
た
、
現
に
あ
る
加
工
所

の
指
定
管
理
者
と
協
議
し
て
、

そ
こ
を
利
用
し
て
も
ら
う
の

が
一
番
良
い
と
思
う
。

　

個
人
で
や
っ
て
い
る
人
も

実
際
に
居
る
。

■
■
■
児
童
、
生
徒
の
授
業

■
■
■
の
暑
さ
対
策
は
。

今
年
は
、
猛
暑
日
が
続
い
た

の
で
、
外
出
時
に
は
帽
子
を

か
ぶ
っ
た
り
水
分
補
給
等
を

十
分
す
る
よ
う
に
指
導
し
た
。

■
■
■
教
員
住
宅
の
家
賃
の

■
■
■
バ
ラ
ツ
キ
は
。

宿
泊
勤
務
の
先
生
方
は
、
小

学
校
で
５
人
、
中
学
校
で
２

人
だ
が
正
木
の
教
員
住
宅
だ

け
で
は
足
り
な
い
の
で
、
一

部
は
傍
示
の
住
宅
に
入
っ
て

い
る
。
県
の
住
宅
手
当
の
基

準
が
あ
り
、
教
員
住
宅
に
は

手
当
が
出
な
い
が
、
町
営
住

宅
に
は
手
当
が
出
る
。
今
後

県
教
委
等
に
働
き
か
け
て
み

る
。

■
■
■
生
活
保
護
を
受
け
て

■
■
■
い
る
人
の
通
院
費
は
、

全
額
出
る
と
思
う
が
。

生
活
保
護
費
の
通
院
費
の
給

付
に
つ
い
て
は
、
徳
島
県
東

部
保
健
福
祉
局
で
は
通
院
費

は
適
正
な
受
診
が
で
き
る
こ

と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

︵
病
気
の
治
療
が
そ
こ
の
病

院
で
な
い
と
で
き
な
い
と
き
︶

詳
し
く
は
生
活
保
護
の
担
当

者
に
相
談
す
る
こ
と
に
な
る
。

■
■
■
緊
急
雇
用
対
策
事
業

■
■
■
の
今
後
の
支
援
は
。

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

今
年
新
た
に
重
点
分
野
雇
用

創
出
事
業
が
出
て
い
る
。
今

年
度
中
に
採
択
さ
れ
て
23
年

３
月
ま
で
に
雇
用
を
済
ま
せ

て
お
け
ば
、
以
後
１
年
間
雇

用
の
継
続
は
可
能
と
い
う
よ

う
な
事
業
も
出
て
い
る
。
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
事
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
が
各
種

に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
実

施
者
に
つ
い
て
22
年
度
で
持

続
可
能
か
、
廃
止
か
見
固
め

て
も
ら
う
。
後
は
、
各
事
業

委
託
先
に
依
頼
し
て
あ
る
。

又
、
材
料
費
や
試
験
販
売
に

つ
い
て
は
、
人
材
育
成
事
業

の
中
で
地
域
活
性
化
研
究
事

業
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
利
用

し
て
下
さ
い
。

■
■
■
限
界
集
落
に
向
か
っ

■
■
■
て
い
る
町
の
将
来
は
。

　
　
　
　
　
　
　

今
年
、
長

　
　
　
　
　
　
　

期
的
な
上

勝
町
の
活
性
化
計
画
を
見
直

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

20
年
30
年
、
日
本
で
最
も
美

し
い
集
落
を
つ
く
る
と
、
あ

る
い
は
町
を
つ
く
る
の
を
目

標
に
、
地
域
主
権
、
自
給
自

足
、
市
場
経
済
に
左
右
さ
れ

に
く
い
よ
う
に
、
集
落
再
生

計
画
を
切
磋
琢
磨
し
て
町
内

全
体
に
広
げ
、
持
続
可
能
な

集
落
を
つ
く
り
た
い
。

　
　
　

高
齢
者
の
福
祉
は
。

福
祉
に
つ
い
て
は
、
住
民
課

と
健
祥
会
で
お
互
い
に
連
絡

調
整
を
し
て
い
る
。
高
齢
者

の
見
守
り
シ
ス
テ
ム
は
９
月

末
に
140
世
帯
で
き
る
。
障
害

者
の
住
宅
改
修
の
補
助
は
、

県
が
３
分
の
１
、
町
が
３
分

の
１
、
本
人
が
３
分
の
１
で

最
高
90
万
円
ま
で
。
簡
単
な

改
修
は
、
最
高
20
万
円
で
本

人
２
万
円
、
18
万
円
が
介
護

保
険
か
ら
で
る
。
ト
イ
レ
の

改
修
は
合
併
浄
化
槽
の
補
助

と
合
わ
せ
て
利
用
し
て
い
る
。
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鹿 島 國 男 議員

山犬嶽の苔は
　　　守れるか？

渡 部 厚 子 議員
 

今
年
の
猛
暑
対
策
は

久
保
の
大
杉
は
元
気
？

みんなの使える

食品加工所を
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